
（6）『職場や家庭でサポートが得られない』

自殺は孤立の病であると指摘した精神科医もいるほどです。未婚の人、離婚した人、配偶者と死別

した人は、結婚していて家庭を持っている人に比べて、自殺率が3倍以上も高くなります。職場でも

家庭でも居場所がなく、問題を抱えているのに、サポートが得られない状況でしばしば自殺は生じま

す。単身赴任で、そばに家族がいないために、変調に気づかれず、自殺が突然起きるという状況もめ

ずらしくありません。

（7）『本人にとって価値あるものを失う』

ある人にとって特別な価値があるものを失うことについて十分に考えてみなければなりません。家

族の死や仕事上のスキャンダルに巻きこまれるといったことが、自己の全存在の否定につながり、生

きる価値さえ見失いかねません。ただし、これはすべての人にとって同じような打撃になるのではな

く、個々人にとっての意味をよく考える必要があります。

（8）『重症の身体の病気にかかる』

前記（2）で取り上げたのは、うつ病に伴う身体症状ですが、働き盛りの人の場合、重症の身体疾

患にかかることがそれまでの人生の意味を大きく変化させることにつながり、自殺の危険を高める結

果になる場合もあります。

（9）『自殺を口にする』

これまでに挙げてきたような項目を数多く満たす人が「自殺」をほのめかしたり、実際にはっきり

と口にしたりする場合は、自殺の危険が非常に高くなっています。「死ぬ、死ぬ」と言う人は本当は

死なないなどと広く信じられていますが、これは大きな誤解です。自殺した人の大多数は、最期の行

動を起こす前に自殺の意図を誰かに打ち明けています。これを的確にとらえられるかどうかが自殺予

防の第一歩になります。

また、誰でもよいから「自殺したい」と打ち明けたのではなく、これまでの関係から、「この人なら

ば、絶望的な気持ちを受け止めてくれるはずだ」との思いから、死にたいという気持ちを話してきた

点を忘れないで下さい。打ち明けられた人はまず徹底的に聴き役に回って下さい。話をそらしたり、

批判したり、安易な激励をするのは禁物です。

（10）『自殺未遂に及ぶ』

自殺未遂にまで及んだ場合は、緊急の危険が目前にまで迫っています。その時は幸い救命されたと

しても、再び同じような行動に出て、実際に自殺によって命を失う危険がきわめて高いのです。この

段階にまで至ると、ただちに専門家による治療が必要です。

首をくくる、電車に飛びこむといったきわめて危険な行為は誰もが真剣に受け止めます。しかし、

手首を浅く切る、薬を少し多くのむといった、それ自体では死に至らない自傷行為であっても、長期

的には既遂自殺につながる危険が高いことを忘れてはなりません。
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